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八重桜 Prunus lannesiana
～ 三番町の並木にて ～

里桜とか、形からは牡丹桜とも呼ばれ、葉が先に出て、ソメ
イヨシノなどの桜より２週間ほど遅く咲き始め、長く花が楽
しめる華麗な桜。開花時期は、連休頃。「いにしへの奈良の
みやこの八重ざくらけふ九重に匂ひぬるかな」は、奈良八重
桜を歌ったもの。花が散るとすぐに来年の開花の準備をす
る桜。ヒトも一年に一度は身の丈に合った小さな花を咲か
せたいものである。　　　　　　　  （写真・文／大朏祐治）

地域連携だより

土曜日外来について
　平成23年4月より、土曜外来の受付
は、新患および予約再診の患者さまに
限定させていただいており、予約のな
い再診患者さまは、土曜日受診を控え
てくださいますようお願い申し上げま
す。なお、第2・第4土曜日は、内科・外
科・小児科・整形外科のみの診療とな
り、その他の診療科は休診となってい
ます。各診療科の予定は、総合受付お
よび各受付へお問い合わせください。

婦人科外来再開します
　平成23年6月より、婦人科外来を再
開いたします。診療時間は火曜日、木曜
日の午前中の予定です。

循環器内科紹介患者外来
　4月より循環器内科にて紹介患者様
の診療を円滑に行うため、紹介患者外
来(毎週水曜日・髙橋医師)を実施させ
て頂くことになりました。一刻を争わな

　3月26日に愛媛県がん診療連携協議会主催で開催された、
がん地域連携パス研修会に参加してまいりました。
　がん地域連携パスは全国的に普及していますが、愛媛県内
では運用を各医療機関が模索しているのが現状です。こうし
た状況を改善し、がん連携を推進する目的で今回の会が開催
されました。当日は県内の9医療機関から23名が参加し、4つ
のグループに分かれてグループワークを行いました。午前の
部では、がん地域連携パスの基本的な講義を受けたあと、大
腸がんにおける連携パスを作成しました。拠点病院や地域の
医療機関、患者様それぞれに必要な情報を選びながら作成す
るのは思った以上に難しいものでした。午後の部では、パスの
運用に関しての講義後、各グループで運用について討議を行
いました。パスの運用には地域の連携基盤の構築や各医療機
関内の環境整備が必要不可欠ですが、改めてその重要性を感
じました。当院でもパスを運用していますが、今回の研修を機
に、パスの内容や運用の見直しをしてみても良いのではと感
じました。
　最後になりましたが、新年度になり、より一層地域医療の
ニーズに応えるべく日々精進して参りますので、これまでと変
わらずご指導ご鞭撻いただければと思います。

ければならない狭心症や心筋梗塞など
の虚血性心疾患の他にも、高血圧、動
悸、胸痛やむくみなど心不全が疑われ
る患者様などお困りの症例がございま
したらお気軽にご紹介ください。また
メール(syoukai@matsuyama-shimin-
hsp.or.jp)でもご質問をお受けしており
ます。詳しくは地域連携室までお問い
合わせください。

薬剤投与時のリスクチェック
　入院患者さまの注射・点滴の際に、携
帯端末（PDA）を使用して、患者さまのお
名前を確認するシステムを導入予定で
す。これにより患者さま間違えが無くな
り、より安心して入院治療を受けていた
だけます。したがって、入院患者さま全
員にネームバンドを装着していただく
ことになりますので、ご了承ください。

外来化学療法室拡張
　3月より外来化学療法室を、当院北棟
3階へ移動拡張いたしました。ソファ6
台、ベッド2台を設置しており、以前に
比べ明るく開放的な空間となっていま
す。患者さまからは「リラックスして治
療を受けられる」との声もいただいて

おります。医師、薬剤師、看護師、事務員
を含めたチーム体制で、患者さまに安
心安全を提供します。

心臓リハビリテーション
　平成23年4月より、心臓リハビリテー
ションを病院北棟3階第2リハビリテー
ション室へ移動、拡張いたしました。今
後、外来心臓リハビリテーションを拡大
していく予定です。

資格取得しました
▽放射線室・藤原正志／臨床実習指導
教員、放射線機器管理士▽放射線室・
細谷未来／検診マンモグラフィー撮影
診療放射線技師▽看護部・篠崎知津／
厚生労働省認定感染制御実践看護学
講座修了▽リハビリ室・濱田綾／呼吸
療法認定士
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